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◆
一
般
・
高
校
の
部

3.2
㎞

優

勝

Ｒ
Ｓ
Ｒ

１
時
間
03
分
47
秒

準
優
勝

東
英
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ

ブ
Ａ

１
時
間
05
分
30
秒

第
３
位

走
馬
Ｒ
Ｃ

１
時
間
06
分
43
秒

第
４
位

む
つ
陸
上
ク
ラ
ブ

１
時
間
07
分
32
秒

第
５
位

東
英
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ

ブ
Ｆ

１
時
間
07
分
59
秒

第
６
位

ミ
ッ
ケ
ラ
ー
Ｒ
Ｃ

１
時
間
08
分
00
秒

◆
中
学
校
男
子
の
部

3.2
㎞

優

勝

む
つ
陸
上
ク
ラ
ブ

１
時
間
08
分
38
秒

準
優
勝

野
辺
地
中
学
校

１
時
間
10
分
05
秒

◆
女
子
の
部

2.2
㎞

（
一
般
・
高
校
・
中
学
校
）

優

勝

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
女

子43
分
08
秒

準
優
勝

む
つ
陸
上
ク
ラ
ブ
Ａ

43
分
31
秒

第
３
位

東
北
中
学
校

44
分
21
秒

第
４
位

東
英
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ

ブ
Ｄ

45
分
59
秒

第
５
位

野
辺
地
中
学
校

48
分
58
秒

第
６
位

戸
澤
建
築
駆
足
倶
楽
部

51
分
07
秒

◆
小
学
校
の
部

2.2
㎞

優

勝

東
英
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ

ブ
Ｂ

39
分
39
秒

準
優
勝

南
臺
寺
走
友
会

42
分
22
秒

第
３
位

ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
東

北
Ａ

43
分
05
秒

第
４
位

野
辺
地
ク
ロ
カ
ン

43
分
29
秒

第
５
位

東
英
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ

ブ
Ｃ

45
分
18
秒

第
６
位

田
舎
館
ア
ス
リ
ー
ト
ク

ラ
ブ

45
分
47
秒

★
ラ
ッ
プ
タ
イ
ム
賞
★

◆
一
般
・
高
校
の
部

デ
ィ
フ
ェ
ン
デ
ィ
ン
グ
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン

１
区

木
浪

浩

９
分
53
秒

◆
中
学
校
男
子
の
部

千
歳
平
Ａ
Ｃ

１
区

中
岫

奏
輔

10
分
12
秒

◆
女
子
の
部

む
つ
陸
上
ク
ラ
ブ
Ａ

１
区

坂
下

凰

７
分
50
秒

◆
小
学
校
の
部

東
英
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ
Ｂ

１
区

木
川

慧
珠

７
分
30
秒

４月２９日（月）
会場：愛宕公園
６８チーム参加
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５月、町内の各小中学校で運動会が開催されました。
天候にも恵まれ、児童や生徒たちは日頃の練習の成果を大いに発揮し、大縄跳びや徒競走、

応援合戦などに全力で取り組んでいました。

野 辺 地 中 学 校（11日)

若 葉 小 学 校（18日)

野 辺 地 小 学 校（25日)
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講師と一緒に植物を観察する参加者の皆さん

歴史民俗資料館が５月３日、歴史講座「愛
宕公園さんぽ－園内の文化財と動植物をみ
てみよう！－」を愛宕公園で開催しました。
本講座は愛宕公園内で見ることができる

植物や文化財等の魅力を改めて学ぶことを
目的に実施され、約30名が参加しました。
参加者は、講師を務めた町文化財保護審

議会の髙沢岩男会長の案内で園内を散策
し、町の歴史や園内の植生を観察しました。

今年の春の褒章（ほうしょう）で、当町
の髙野いく子さんが、公共の仕事に尽力し
た方などに贈られる「藍綬褒章（らんじゅ
ほうしょう）」を受章しました。
髙野さんは、長年にわたり民生・児童委

員を務められ、町の傾聴ボランティア「ひ
だまりの会」や給食サービス事業「ことぶ
き会」などにも積極的に協力しています。




藍綬褒章を受章した髙野さん(右)




教育長へ大会の出場報告を行った選手たち

野辺地ジュニアレスリングクラブが、小
野教育長を訪れ、４月27日・28日に北海道
札幌市で開催された「第40回北日本少年少
女レスリング選手権大会」の結果と全国大
会への出場の報告をしました。

令和６年度「みんなの教室」開講式が４
月30日、中央公民館で行われ、各教室・サー
クルの講師や代表者が出席しました。
町長から「各講座を十分活用し、健康で

生きがいのある楽しい生活を送ってもらい
たい」と激励の言葉が送られました。
みんなの教室は、文化や運動などいろい

ろな、講座を開講しています。



開校式に参加した講師（代表者）の皆さん

５・６年生男子５０㎏級 優 勝 古川 翔稀さん
５・６年生男子６５㎏級 優 勝 荒谷 漣 さん
中学生女子 ４２㎏級 準優勝 島谷 幸実さん
中学生男子 ５２㎏級 準優勝 松田 倖宝さん
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ち人口
令和６年４月末現在（前月比）
人 口 11,958名 （＋ 2 7 ）
男 5,580名 （＋ 6 ）
女 6,378名 （＋ 2 1 ）
世帯数 6,302世帯（＋ 1 9 ）

無料相談案
●年金相談
（年金全般に関すること）
６月19日（水）10時～15時
中央公民館
☎017－734－7498
※要予約（定員に達し次第締切）
●人権相談
（人権擁護に関すること）
６月４日（火）10時～15時
中央公民館
相談担当：人権擁護委員
◆問合先 介護・福祉課
☎65－1777
●弁護士無料相談
（民事・一般に関すること）
６月14日（金）14時～
７月４日（木）14時～
老人福祉センター
◆問合先 総務課
☎64－2111（内線263）
※要予約（定員に達し次第締切）
●行政相談
（行政に関する苦情・要望等）
７月16日（火）10時～12時
役場相談室
◆問合先 総務課（内線263）
●教育相談
（不登校に関すること）
月～金曜（祝日を除く）
９時～15時
教育委員会

☎090－2604－9408
●電話介護相談
月～金曜（祝日を除く）
９時～16時
健康増進センター ☎65－1777

土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す

～
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
～

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
で

す
。土

砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め

に
、
日
頃
の
備
え
と
早
め
の
避
難
が

必
要
で
す
。

土
砂
災
害
は
、
台
風
な
ど
の
大
雨

の
時
期
に
特
に
多
く
発
生
し
ま
す
。

身
の
危
険
や
周
囲
に
異
変
を
感
じ

た
ら
、
た
だ
ち
に
避
難
す
る
と
と
も

に
、
町
な
ど
へ
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

土
砂
災
害
警
戒
情
報
や
土
砂
災
害

警
戒
区
域
等
マ
ッ
プ
な
ど
、
土
砂
災

害
に
関
す
る
情
報
は
、
青
森
県
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、「
防
災
情
報

（
砂
防
）」
で
検
索
す
る
と
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

詳
し
く
は
、
町
防
災
管
財
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

◇
防
災
管
財
課
（
内
線
２
２
８
）

◇
青
森
県
県
土
整
備
部
河
川
砂
防
課

砂
防
グ
ル
ー
プ

☎
０
１
７
‒
７
３
４
‒
９
６
７
０

参
考
U
RL（
防
災
情
報
（
砂
防
））

http://w
w
w
.pref.aom
ori.lg.jp/

soshiki/kendo/kasensabo/

dosha_keikai_itiran.htm
l

令
和
４
年
度
決
算
に
係
る

野
辺
地
町
財
務
書
類
の
公
表

令
和
４
年
度
決
算
に
係
る
野
辺
地

町
財
務
書
類
（
統
一
的
な
基
準
に
よ

る
地
方
公
会
計
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

く
財
務
書
類
等
）
に
つ
い
て
、
野
辺

地
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し

た
。１

年
間
の
決
算
を
報
告
す
る
決
算

書
と
は
異
な
り
、
町
の
保
有
資
産
の

状
況
や
将
来
に
わ
た
る
負
債
の
状
況

な
ど
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
http://w
w
w
.tow
n.noheji.

身
体
障
が
い
者
巡
回

審
査
・
更
生
相
談

身
体
障
が
い
者
の
方
々
に
対
し

て
、
青
森
県
障
が
い
者
相
談
セ
ン

タ
ー
の
係
員
や
医
師
が
巡
回
し
て
医

学
的
・
心
理
的
及
び
職
能
的
な
判
断

を
行
い
、
併
せ
て
そ
の
更
生
に
必
要

な
総
合
的
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◆
実
施
日

７
月
２
日
（
火
）

◆
実
施
場
所

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

◆
受
付
時
間

９
時
～
10
時

◆
診
査
・
相
談
時
間

９
時
半
～
12
時

◆
対
象
者

aom
ori.jp）

◆
問
合
先

企
画
財
政
課
（
内
線
２
９
８
）

◇
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

る
た
め
審
査
を
必
要
と
す
る
方

◇
町
又
は
県
障
が
い
者
相
談
セ
ン

タ
ー
か
ら
身
体
障
害
者
手
帳
の
再

認
定
を
必
要
と
さ
れ
た
方

◇
障
が
い
の
程
度
に
変
化
が
あ
り
、

等
級
に
変
更
を
必
要
と
す
る
方

◇
義
肢
・
装
具
等
の
補
装
具
（
電
動

車
い
す
・
座
位
保
持
装
置
及
び
特

例
補
装
具
は
除
く
）
の
交
付
、
再

交
付
又
は
修
理
を
必
要
と
す
る
方

（
た
だ
し
、
複
雑
な
診
断
を
要
す

る
も
の
は
除
く
）。

※
肢
体
不
自
由
の
方
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

◆
注
意
事
項

◇
診
査
会
場
で
は
マ
ス
ク
を
着
用
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
診
査
当
日
は
、
朝
に
体
温
を
測
定

し
、
発
熱
や
風
邪
症
状
が
あ
る
場

合
は
受
診
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

介
護
・
福
祉
課
（
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
内
）

☎
65
‒
１
７
７
７

『町
内
ふ
れ
あ
い
一
斉
清
掃
』

を
実
施
し
ま
す

例
年
行
っ
て
い
る
『
町
内
ふ
れ
あ

い
一
斉
清
掃
』
を
下
記
の
日
程
で
実

施
し
ま
す
の
で
、
町
民
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
草
刈
機
の
運
用
な
ど
に
よ

る
事
故
防
止
の
た
め
、
作
業
中
は
付

近
の
方
と
十
分
距
離
を
と
っ
て
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
日
時

６
月
23
日
（
日
）

午
前
６
時
～
８
時
（
一
部
自
治
会

は
午
前
５
時
半
～
）

※
小
雨
決
行
と
な
り
ま
す
。

◆
問
合
先

町
民
課（
内
線
２
４
５
・
２
４
６
）





6

町
で
は
、
震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
一
定
の
条
件

を
満
た
す
木
造
住
宅
の
所
有
者
が
耐

震
診
断
を
希
望
す
る
場
合
に
、
専
門

的
知
識
を
有
す
る
耐
震
診
断
員
を
派

遣
し
、
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。

◆
対
象
住
宅

町
内
に
あ
り
、
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
の
戸

建
て
住
宅
（
専
用
又
は
併
用
住

宅
）
で
あ
っ
て
現
在
居
住
さ
れ
て

い
る
も
の
。

詳
細
に
つ
い
て
は
問
合
先
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※
過
去
に
、
こ
の
事
業
を
利
用
し
て

耐
震
診
断
等
を
受
け
て
い
る
場
合

は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

◆
個
人
負
担
額

募
集木

造
住
宅
耐
震
診
断

◆
申
込
期
間

６
月
１
日
（
土
）
～

11
月
30
日
（
土
）

◆
問
合
先

建
設
水
道
課
（
内
線
２
７
６
）

延
べ
床
面
積
個
人
負
担
金

200
㎡
以
下

１
１
，
０
０
０
円

200
㎡
超
～
250
㎡
以
下

３
２
，
０
０
０
円

250
㎡
超
～
300
㎡
以
下

５
３
，
０
０
０
円

300
㎡
超
～
350
㎡
以
下

７
５
，
０
０
０
円

350
㎡
超
～
400
㎡
以
下

９
６
，
０
０
０
円

野
辺
地
町
初
心
者

水
泳
教
室
の
開
催

野
辺
地
町
水
泳
協
会
主
催
に
よ
る

初
心
者
水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

６
月
23
日
（
日
）、
30
日
（
日
）

13
時
～
15
時

◆
場
所

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
の
へ
じ

◆
対
象

18
歳
以
上
の
町
民

◆
定
員

20
名

◆
参
加
料

２
０
０
円
（
保
険
料
）

※
プ
ー
ル
使
用
料
は
参
加
者
負
担
と

な
り
ま
す
。

◆
申
込
先

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
の
へ
じ

☎
64
‒
９
７
７
７

◆
締
切

６
月
18
日
（
火
）

◆
そ
の
他

感
染
症
対
策
と
し
て
開
催
を
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
主
催

野
辺
地
町
水
泳
協
会

東
北
移
住
・
つ
な
が
り

大
相
談
会
２
０
２
４
開
催
！

東
北
６
県
の
自
治
体
・
団
体
が
出

展
す
る
移
住
相
談
会
に
野
辺
地
町

も
、
上
十
三
・
十
和
田
湖
広
域
定
住

自
立
圏
と
し
て
出
展
し
ま
す
。

東
京
で
開
催
さ
れ
る
本
相
談
会
で

は
、
移
住
に
関
す
る
疑
問
や
心
配
事

な
ど
を
個
別
に
相
談
で
き
ま
す
。

地
方
暮
ら
し
や
移
住
に
興
味
の
あ
る

方
に
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
事
前

申
込
み
は
不
要
で
す
。

◆
入
場
料

無
料

◆
構
成
市
町
村

十
和
田
市
、三
沢
市
、野
辺
地
町
、

七
戸
町
、
六
戸
町
、
横
浜
町
、
東

北
町
、六
ケ
所
村
、お
い
ら
せ
町
、

秋
田
県
小
坂
町

◆
日
時

７
月
６
日
（
土
）
11
時
～
16
時
半

◆
場
所

東
京
交
通
会
館
12
階
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
ホ
ー
ル
・
カ
ト
レ
ア
サ
ロ
ン
Ａ

（
東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
２

‒
10
‒
１
）

◆
問
合
先

◇
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
回
帰

支
援
セ
ン
タ
ー

☎
：
03
‒
６
２
７
３
‒
４
４
１
５

FAX
：
03
‒
６
２
７
３
‒
４
４
０
４

（
http://w
w
w
.furusatokaiki.

net/）

◇
企
画
財
政
課
（
内
線
２
６
１
）

★イベントの
内容など詳し
くはこちらで
更新されま
す。

令
和
６
年
度
野
辺
地
町
戦
没

者
追
悼
式
の
開
催

先
の
大
戦
に
お
い
て
亡
く
な
ら
れ

た
野
辺
地
町
出
身
戦
没
者
の
御
霊
を

追
悼
し
、
併
せ
て
平
和
へ
の
誓
い
を

新
た
に
す
る
た
め
に
、
令
和
６
年
度

野
辺
地
町
戦
没
者
追
悼
式
を
開
催
し

ま
す
。

戦
没
者
の
ご
遺
族
を
は
じ
め
、
町

民
の
み
な
さ
ま
や
関
係
者
の
方
々
の

参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
日
時

６
月
19
日
（
水
）
10
時

◆
場
所

中
央
公
民
館

◆
問
合
先

介
護
・
福
祉
課
（
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
内
）

☎
65
‒
１
７
７
７

転
用
許
可
を
受
け
た

農
地
の
地
目
変
更

児
童
館
行
事

◆
あ
た
ご
ク
ラ
ブ
奉
仕
活
動

１
日
（
土
）
10
時
～

◆
避
難
訓
練

20
日
（
木
）
16
時
～

◆
七
夕
飾
り
製
作
期
間

６
月
24
日
（
月
）
～
７
月
３
日

今
年
度
か
ら
不
動
産
（
土
地
）
の

相
続
登
記
の
申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま

し
た
。

過
去
に
農
地
転
用
許
可
を
受
け
、

事
業
が
完
了
し
た
土
地
で
あ
っ
て
登

記
地
目
を
変
更
し
て
い
な
い
土
地

は
、
法
務
局
へ
の
地
目
変
更
手
続
き

に
際
し
て
転
用
許
可
書
を
添
付
す
る

こ
と
に
よ
り
地
目
の
変
更
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

転
用
許
可
書
は
再
発
行
等
は
し
ま

せ
ん
の
で
、
紛
失
等
な
い
よ
う
大
切

に
保
管
く
だ
さ
い
。
万
が
一
、
紛
失

し
た
場
合
は
、
問
合
先
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

農
業
委
員
会
（
内
線
２
８
１
）

（
水
）

◆
支
援
拠
点
事
業

の
へ
じ
ら
ん
ど

親
子
ヨ
ガ

講
師
：
新
山
奈
穂
氏

26
日
（
水
）
10
時
～

◆
問
合
先

児
童
館
（
☎
64
‒
３
１
０
６
）
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年
金
生
活
支
援
給
付
金
に
便
乗

し
た
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

野
辺
地
町
国
民
健
康
保
険
の
加
入

者
を
対
象
に
国
保
・
脳
検
診
を
実
施

し
ま
す
。

◆
受
付
期
間

６
月
３
日
（
月
）
～

※
電
話
で
の
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

◆
受
付
人
数

23
人

◆
対
象
者

◇
75
歳
未
満

◇
野
辺
地
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
（
申
込
が
多
数
の
場

合
は
、
初
め
て
受
診
さ
れ
る
方
を

優
先
し
ま
す
。）

◇
保
険
税
の
滞
納
の
な
い
世
帯
の
方

◆
個
人
負
担
金

３
，
０
０
０
円

◆
実
施
期
間

７
月
～
９
月（
毎
週
火
・
木
曜
日
）

◆
実
施
医
療
機
関

公
立
野
辺
地
病
院

※
次
の
よ
う
な
方
は
検
査
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
閉
所
恐
怖
症
の
方

◇
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
が
入
っ
て
い
る

方
◇
脳
動
脈
ク
リ
ッ
プ
を
埋
め
込
ん
で

い
る
方

募
集国保

・
脳
検
診
(１
回
目
)

◇
外
傷
や
手
術
な
ど
で
体
内
に
金
属

類
が
入
っ
て
い
る
方

◇
歯
科
で
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
さ
れ

た
方

◇
妊
娠
ま
た
は
妊
娠
さ
れ
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
方

◆
以
降
の
実
施
予
定

◇
２
回
目
は
、
10
月
か
ら
12
月
ま
で

◇
３
回
目
は
、
１
月
か
ら
３
月
ま
で

◆
申
込
・
問
合
先

町
民
課
（
内
線
２
４
１
）

募
集烏

帽
子
岳
山
開
き

◆
期
日

６
月
９
日
（
日
）

※
雨
天
・
天
候
不
良
の
場
合
は
中
止

◆
受
付

午
前
８
時
半
～

◆
集
合
場
所

登
山
口
（
三
番
橋
）
ま
で
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
の
で
、
各
集

合
場
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

①
中
央
公
民
館
前

②
観
光
物
産
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
前

◆
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

８
時
半

受
付
(各
集
合
場
所
)

８
時
45
分

送
迎
バ
ス
出
発

９
時
40
分

出
発
式

10
時

登
山

11
時
45
分

頂
上
到
着

12
時

神
社
参
拝
・
昼
食
・

記
念
撮
影

13
時

下
山

14
時

小
烏
帽
子
到
着

15
時
半

亀
の
井
ホ
テ
ル
青
森

ま
か
ど
前

16
時

解
散

（
終
了
後

亀
の
井
ホ
テ
ル
青
森
ま

か
ど
前
→
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
前
→
中
央

公
民
館
前
の
順
に
送
迎
し
ま
す
。）

※
頂
上
で
参
加
者
全
員
に
豚
汁
を
配

布
し
ま
す
が
、
必
要
に
応
じ
て
各

自
、
昼
食
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
コ
ー
ス
・
時
間
は
予
定
で
す
。

◆
参
加
資
格

登
山
す
る
体
力
の
あ
る
方

※
締
切
日
以
降
の
お
申
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
以
下
の
方
は
、
保
護
者
又

は
引
率
責
任
者
の
同
伴
が
必
要
で

す
。

◆
参
加
料

大
人
（
中
学
生
以
上
）

１
，
０
０
０
円

子
供
（
小
学
生
以
下
）

８
０
０
円

記
念
写
真
代
（
希
望
者
の
み
）

１
，
０
０
０
円

◆
締
切
日

６
月
４
日
（
火
）
17
時

※
申
込
み
時
に
住
所
・
氏
名
・
性
別
・

年
齢
・
電
話
番
号
等
を
お
伝
え
願

い
ま
す
。

◆
申
込
先

一
般
財
団
法
人
野
辺
地
町
観
光
協

会
事
務
局

☎
64
‒
９
５
５
５

FAX
64
‒
９
５
０
１

年
金
生
活
支
援
給
付
金
制
度
に
便

乗
し
、
厚
生
労
働
省
、
日
本
年
金
機

構
ま
た
は
市
区
町
村
の
職
員
を
名
乗

る
者
か
ら
、
不
審
な
電
話
が
か
か
っ

て
き
た
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。厚

生
労
働
省
お
よ
び
日
本
年
金
機

構
で
は
、
電
話
で
口
座
番
号
、
暗
証

番
号
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
等
を
お
聞
き

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審
な

電
話
が
あ
っ
た
場
合
、
口
座
番
号
等

の
個
人
情
報
を
答
え
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
保
険
料
納
付
期
限

６
月
分

７
月
31
日
（
水
）
ま
で

◆
問
合
先

◇
青
森
年
金
事
務
所

☎
０
１
７
‒
７
３
４
‒
７
４
９
５

◇
町
民
課

☎
64
‒
２
１
１
１（
内
線
２
４
１
）

最
寄
り
の
銀
行
、
郵
便
局
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
忘
れ
ず
に

納
め
ま
し
ょ
う
。
納
税
通
知
書
に
付

い
て
い
る
納
税
証
明
書
は
、
車
検
の

際
に
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
紛
失

し
な
い
よ
う
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
専
用
サ
イ

ト
の
「
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
」
で

は
、
電
子
マ
ネ
ー
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
等
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納

付
も
可
能
で
す
。

な
お
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の

場
合
は
、
運
輸
支
局
等
で
納
付
確
認

を
電
子
的
に
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ

る
た
め
、
納
税
証
明
書
は
発
行
さ
れ

ま
せ
ん
が
、
納
付
確
認
で
き
る
ま
で

に
２
営
業
日
程
度
か
か
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
問
合
先
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

上
北
地
域
県
民
局
県
税
部

納
税

管
理
課

十
和
田
市
西
十
二
番
町
20
‒
12
青

森
県
十
和
田
合
同
庁
舎
１
階

☎
０
１
７
６
‒
22
‒
８
１
１
１

（
内
線
２
１
１
～
２
１
４
）

自
動
車
税
種
別
割
の
納
期
限
は

７
月
１
日
ま
で
で
す
！


マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
交
付
窓
口
を
開
設
６
月
９
日
（
日
）、
７
月
７
日
（
日
）、
９
月
８
日
（
日
）
９
時
～
12
時

※
電
子
証
明
書
の
更
新
も
受
付
し
ま
す
。
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危険物安全週間
◆問合先 北部上北広域事務組合消防本部

（予防課） ☎６４－０６５０

令和６年度危険物取扱者保安講習
◆問合先 北部上北広域事務組合消防本部

（予防課） ☎６４－０６５０
野辺地消防署 ☎６４－３１２６

防災無線を用いた「緊急地震速報訓練｣ ◆問合先 防災管財課（内線223)

青
森
県
は
、
原
子
力
広
聴
広
報
活

動
の
企
画
・
立
案
の
参
考
の
た
め

「
青
森
県
原
子
力
モ
ニ
タ
ー
」
を
設

け
、
活
動
に
対
す
る
意
見
・
要
望
等

を
把
握
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
令
和
６
年
度
及
び
７

年
度
の
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

◆
主
な
活
動

◇
施
設
見
学
や
意
見
交
換
会
へ
の
参

加
◇
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
協
力

◇
送
付
さ
れ
る
資
料
に
対
し
て
、
意

見
・
提
案
等
を
行
う

◆
モ
ニ
タ
ー
の
資
格

①
原
子
力
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て

い
る
方

②
モ
ニ
タ
ー
の
活
動
に
つ
い
て
協
力

が
得
ら
れ
る
方

※
モ
ニ
タ
ー
は
①
・
②
の
要
件
を
満

た
し
、
町
よ
り
推
薦
を
受
け
た
県

内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方
（
高
校

生
を
除
く
）
で
、
知
事
が
委
嘱
し

ま
す
。

◆
委
嘱
期
間

委
嘱
の
日
か
ら
令
和
８
年
３
月
31

日
ま
で

◆
採
用
人
数

１
人
（
青
森
県
合
計
60
人
）

◆
募
集
期
間

６
月
21
日
（
金
）
ま
で

◆
応
募
・
問
合
先

防
災
管
財
課
（
内
線
２
２
８
）

募
集青森

県
原
子
力
モ
ニ
タ
ー

令和６年度 第１回緊急地震速報訓練
Ｊ-アラートにより、町民の皆様に緊急地震速報をお伝えする訓練放送

を実施します。
実施日：令和６年６月２０日（木）１０時００分頃
※気象・地震活動の状況等によっては、中止することがあります。

令和６年度危険物取扱者保安講習に
ついては【オンライン型】と【対面型】
が実施されます。
講習の日程については当消防本部

ホームページ（http://hokubukamiki
ta.org/shobo/）もしくは一般社団法
人青森県消防設備保守協会ホームペー
ジ（http://www.aohosyukyokai. or.
jp/workshop.html）に掲載されてい
ます。
受講申請書等詳細については消防本

部または野辺地消防署までお問い合わ
せください。

危険物の保安に対する意識の高揚と
啓発を推進し、各事業所における自主保
安体制の確立を図り、危険物に起因する
災害等の発生を未然に防止することを
目的に実施します。

◆期間 ６月２日（日）～６月８日（土）
◆推進標語
『次世代へ つなごう無事故と 青い地

ほ
球
し
』

◆実施の重点
（１）危険物施設における保安体制の整備促進
（２）危険物に関する知識の普及啓発

町
で
は
、
地
震
発
生
時
に
お
け
る

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
倒
壊
等
に
よ
る
災

害
の
未
然
の
防
止
と
、
通
学
路
及
び

避
難
路
に
お
け
る
通
行
人
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
転
倒
又
は
倒
壊
の

危
険
性
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤

去
等
に
対
す
る
補
助
金
の
交
付
を
実

施
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
問
合
先
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
補
助
対
象

通
学
路
及
び
避
難
路
沿
い
の
危
険

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
耐
震
診
断
、
撤
去

工
事
、
建
替
え
（
撤
去
・
新
設
）
工

事
、
改
修
工
事

◆
補
助
金
額

①
か
か
っ
た
費
用
の
合
計

②
塀
の
延
長
×
メ
ー
ト
ル
単
価

③
①
と
②
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
に

２
／
３
を
乗
じ
て
得
た
額
（
た
だ

し
、
上
限
24
万
円
）
と
な
り
ま
す
。

◆
申
込
期
間

６
月
1
日
（
土
）
～

11
月
30
日
（
土
）

◆
問
合
先

建
設
水
道
課
（
内
線
２
７
６
）

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
耐
震
改
修
促
進

支
援
事
業
補
助
金
の
ご
案
内
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令和６年度個人住民税の定額減税についてのお知らせ
◆問合先 税務会計課（内線231、233)

令和６年度分の個人住民税において定額減税が実施されます。概要は以下のとおりです。

１．対象となる方
◆前年の合計所得金額が１，８０５万円以下の個人住民税所得割の納税義務者
※定額減税「前」個人住民税が非課税の方及び個人住民税均等割・森林環境税のみの課税
者の方は対象外となります。

２．減税額
◆本人、配偶者を含む扶養親族１人につき、１万円
※１ 定額減税の対象となる方は、国内に住所を有する方に限ります。
※２ 同一生計配偶者及び扶養親族の判定は、原則、前年１２月３１日の現況によります。
※３ 控除対象配偶者以外の同一生計配偶者の方がいる場合は、令和７年度分の個人住民

税において１万円の定額減税が行われます。

３．徴収方法（令和６年度分）
◆給与所得に係る特別徴収
（給与所得者の方）
◇令和６年６月分は徴収され
ず、定額減税「後」の税額が
令和６年７月分～令和７年５
月分の１１か月で均されま
す。

◆普通徴収
（事業所得者等の方）
◇定額減税「前」の税額をもと
に算出された第１期分（令和
６年６月分）の税額から控除
され、控除しきれない場合は、
第２期分（令和６年８月分）
以降の税額から、順次控除さ
れます。

◆公的年金等に係る所得に係る
特別徴収（年金所得者の方）

◇定額減税「前」の税額をもと
に算出された令和６年１０月
分の特別徴収税額から控除さ
れ、控除しきれない場合は、
令和６年１２月分以降の特別
徴収税額から、順次控除され
ます。

４．その他
◆減税額については、納税通知書又は特別徴収税額通知書に記載があります。
◆定額減税は、全ての控除が行われた後の所得割額から減税されます。
◆減税しきれない場合は、別途給付金（調整給付）が支給されます。
◆所得税（国税）の定額減税の詳細は、国税庁ホームページをご参照ください。
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野辺地町教育委員会委員候補者を公募します
◆問合先 総務課（内線264)

町では地域住民や保護者などの意向を的確に反映し、地域住民の実情に応じた主体的・
積極的な教育行政を展開するために、これまでの既成概念にとらわれない広い視野から
教育を考えていただける方を公募します。

◆教育委員会委員の位置付け及び職務
町の教育委員会は教育長及び４名の委員で組織されており、教育委員会委員には具体的に

次の職務を行っていただきます。
◇定期又は臨時に開催される教育委員会などの会議への出席
◇教育委員会の所管に属する重要事項の審議
◇各種式典や行事への出席
◆公募者数 教育委員会委員１名
◆任期・待遇等
◇任期 令和６年１０月１日から令和１０年９月３０日まで
◇報酬 日額４，３００円（職務の時間が４時間以下の会議の場合は２，２００円）
◇身分 非常勤の特別職地方公務員
◆応募資格（次のすべてを満たすこと。）
（１）応募申込時の年齢が満２５歳以上で、野辺地町に住所を有し、野辺地町長の被選挙権

を有していること。
（２）教育、学術及び文化に関し識見を有していること。
（３）任用日（令和６年１０月１日）時点で、未成年の子を持つ保護者であること。
（４）破産者にあっては復権を得ていること。
（５）禁錮以上の刑に処せられたことがないこと。
◆応募期間 ６月３日（月）～６月２８日（金）必着（※郵送の場合を含む）
◆応募方法
（１）次の書類を角型２号封筒に入れ、表面に「教育委員会委員候補者応募申込」と朱書の上

郵送するか、役場総務課へ直接ご持参ください。
（ア）野辺地町教育委員会委員候補者応募申込書（所定用紙）
（イ）課題論文

テーマ 『町の子どもたちのウェルビーイング向上のために私が考えること』
※ウェルビーイング
個人の権利や自己実現が保障され、身体的、精神的、社会的に良好な状態

（本文８００字～１，２００字。ＰＣ等で作成する場合は文字数を確認してください。）
（２）「野辺地町教育委員会委員候補者応募申込書」は役場総務課に備えています。

※応募申込書は、町ホームページからもダウンロードできます。
（３）応募期間中（土・日曜日を除く）受付時間は、午前９時から午後５時までとします。
（４）提出された応募申込書及び課題論文は返却しません。
（５）郵送による場合の送付先

〒０３９－３１３１ 野辺地町字野辺地１２３番地１ 野辺地町総務課宛
◆選考方法
（１）第１次選考

応募申込書及び課題論文の書面審査により選考し、７月上旬に応募者全員に結果を通
知します。（第１次選考合格者には、第２次選考の日程等をお知らせします。）

（２）第２次選考
７月中旬を予定。個別面接により選考し、７月下旬に結果を通知します。
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野辺地町食生活改善推進員会 会員
◆申込・問合先 健康づくり課 健康増進センター内 ☎64－1770

ヴァンラーレ八戸 野辺地町サンクスデー

募

「私たちの健康は、私たちの手で」をスローガンに、地域に健康的な食生活の大切さを広め
ながら、町民の健康づくり活動に取り組んでいる野辺地町食生活改善推進員会の会員を募集
します。
◆主な活動 調理実習や試食提供などを通しての食育活動のほか、自己研鑽や活動のための

研修会への参加、町の健康づくり事業への協力など。
※減塩メニューの作成やおいしい野菜料理の普及、親子でのクッキング教室などで、子ども
から大人まで幅広い町民と交流しています。

◆入会方法 養成講座を受講（１０単位を取得）すると、町から会員として委嘱されます。
入会時にユニフォームであるＴシャツとエプロンを支給します。
（ピンクとブルーのエプロンがあります）男性の会員も大歓迎です！

◆養成講座内容 ◇健康づくりや食育、食品衛生についての講義 ５単位
◇調理実習 ４単位 ◇運動実技 １単位 【合計 １０単位】

※養成講座の日程に参加できない場合は、町の健康づくり事業の参加でも単位を取得できま
す。養成講座の受講料は無料ですが、町の健康づくり事業に参加の場合は参加費が必要で
す。詳しくは問合先にお問い合わせください。

◆養成講座日程 ◇７月１２日（金）１０時 ～ 講義：食生活改善推進員会の活動
（７月中の予定）◇７月１９日（金）１３時 ～ 講義：生活習慣病、歯科保健

◇７月２２日（月） ９時 ～ 講義：認知症 実技：運動
◇７月３０日（火）１０時 ～ 講義：食品衛生と環境保全
※７月以降の日程は、お申込み・お問い合せいただいた際にお知らせします。
一部の講座は、健康づくりサポーター養成講座と合同で行います。

◆申込み期限 ６月２８日（金）

◆日時 ６月１６日（日）１３時Kick Off
◆場所 プライフーズスタジアム

（八戸市大字市川字市川後５５－１）
◆申込 右記ＱＲコードよりお申し込みく

ださい。
（※申込締切：６月９日（日）２３：５９)
読み込めない場合は、ヴァンラーレ八戸Ｈ
Ｐをご確認ください。
◆問合先 ヴァンラーレ八戸事務局

〒031-0813
八戸市新井田字松山中野場２９－１
☎ ０１７８－３８－６６４４

サッカーＪ３ヴァン
ラーレ八戸では、６月
１６日（日）の試合で
野辺地町と横浜町のサ
ンクスデーを開催しま
す。
サンクスデーでは、

野辺地町・横浜町の町
民先着１００名を無料
でご招待します。
この機会に、ぜひス

タジアムにお越しくだ
さい！！


22
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～町長と町民の皆さまが町政について話し合う場～
「おでかけ町政座談会」を開催します

◆問合先 総務課（内線230)

町では、町政について町民
の皆さまと町長が直接話し
合う「おでかけ町政座談会」
を実施します。
座談会では町長から各

テーマについて説明を行う
ほか、参加された皆さまと意
見交換を行います。お気軽
にご参加ください。
※名称が「のへじ♡ファン
ミーティング」から変更とな
りました。

◆開催日時等
開 催 日 開 催 場 所 開 催 時 間

６月１８日(火) 馬門公民館

１８時半～２０時６月１９日(水) 有戸地区学習等
供用センター

６月２１日(金) 中央公民館
６月２２日(土) 中央公民館 １０時～１１時半



令和６年度自衛官等採用案内
種 目 資 格 受 付 期 間 試 験 期 日 処 遇 試験場所

一般幹部候補生 一
般

令和７年４月１日現在22歳以上26歳未満の方
（修士課程修了者は28歳未満の方） ４月24日～６月13日

＜１次試験＞
６月22日
＜２次試験＞
７月30日～８月５日※

[初任給］
大学修了者以外
月額：243,500円
大学修了者
月額：258,600円
大学院修了者
月額：262,200円

別途連絡
します。

自衛官候補生(任期制) 18歳以上33歳未満の方 年間を通じて行って
おります。 別途連絡します。

[初任給］
月額：198,800円（高卒)
月額：209,500円（大卒)

貸費学生 技
術

大学の理学部・工学部※３の３・４年次又は大学院（専門職
大学院を除く。）修士課程在学（正規の修業年限を終わる年の４
月１日現在で26歳未満（大学院修士課程在学者は28歳未満）

６月３日～10月11日 11月４日 [学資金］
月額：54,000円

予備自衛官補
技
術

18歳以上で各種国家免許資格等を有する方（国家免許資格等の
細部についてはお問い合わせください。）

６月１日～９月19日 ９月21日～10月７日※

[身分]
非常勤特別国家公務員
[教育訓練招集手当]
日額：8,800円

一
般 18歳以上52歳未満の方

※ 試験日については、別途指定されます。 ◎ 細部は下記までお問い合わせ下さい。
処遇については、令和６年１月現在のものです（貸費学生については令和５年４月）。

〒０３３－００３７ 三沢市松園町三丁目６－16 中野プラザビル２F（ユニバース松園店隣）
自衛隊青森地方協力本部 三沢募集案内所
電話・ＦＡＸ 0176－53－1346（平日：08:45～17:30）
E-mail:aomori.pco.misawa@rct.gsdf.mod.go.jp

令和６年度自衛官等採用案内
種 目 資 格 受 付 期 間 試 験 期 日 処 遇 試験場所

一般幹部候補生
令和７年４月１日現在22歳以上26歳
未満の方
（修士課程修了者は28歳未満の方）

令和６年４月24日～
６月13日

＜１次試験＞
令和６年６月22日
＜２次試験＞
令和６年７月30日～８月５日※

［初任給］
大学修了者以外
月額：243,500円
大学修了者
月額：258,600円
大学院修了者
月額：262,200円

別途連絡します。

キャリア採用幹部
大卒以上の者で、応募資格に定めら
れた学部・専攻学科等を卒業後、２
年以上の業務経験のある者

令和６年３月１日～
５月17日

陸：令和６年６月10日
海：令和６年６月17日
空：令和６年６月17日～19日※

２等海・空佐：約35万円～
３等海・空佐：約32万円～
１等陸・海・空尉：約29万～約31万円
２等陸・海・空尉：約26万～約29万円
３等陸尉：約25万～約28万円
＊学歴・職歴等により異なります。

技術曹 20歳以上の者で国家免許資格取得者
等

陸：令和６年６月７日
海：令和６年６月14日
空：令和６年６月12日～14日※

海・空曹長、１等陸・海・空曹
：約24万～27万円
２等陸・海・空曹：約23万～26万円
３等陸・海・空曹：約21万～約25万円
＊学歴・職歴等により異なります。

一般曹候補生
18歳以上33歳未満の方

令和６年３月１日～
５月７日

＜１次試験＞
令和６年５月17日～26日※
＜２次試験＞
令和６年６月15日～30日※

［初任給］
月額：198,800円（高卒）
月額：209,500円（大卒）

自衛官候補生(任期制) 年間を通じて行って
おります。 別途連絡します。

※ 試験日については、別途指定されます。 ◎ 細部は下記までお問い合わせ下さい。
処遇については、令和６年１月現在のものです。

〒０３３－００３７ 三沢市松園町三丁目６－16 中野プラザビル２F（ユニバース松園店隣）
自衛隊青森地方協力本部 三沢募集案内所
電話・ＦＡＸ 0176－53－1346（平日：08:45～17:30）
E-mail:aomori.pco.misawa@rct.gsdf.mod.go.jp

⇦三沢募集案内所
instagram

個別相談ＱＲ

★個別に相談に応じます。
QRコードから申し込み

テーマ
・役場新庁舎建設スケジュールについて
・統合小学校新築事業について
・子ども・子育て支援事業について

～令和６年度「青年期ひきこもり家族教室」開催～
青森県ひきこもり地域支援センターでは、ご家族が集い、語り合って学ぶ場として、ひきこもり
家族教室を実施しています。
◆日程

◆時間・費用 １３時半～１５時半 参加費無料
◆開催場所 青森県立精神保健福祉センター 研修室（青森市三内字沢部３５３－９２）
◆対象者 １５歳～４０歳程度の「社会的ひきこもり」の状態にある青年を抱え、青森県ひきこ

もり地域支援センターや他の医療機関等に受診又は相談しているご家族の方
◆問合先 青森県ひきこもり地域支援生活センター（青森県立精神保健福祉センター内）

住所：青森市三内字沢部３５３－９２ ☎：０１７－７８７－３９５３

６月２５日(火) ７月２３日(火) ８月２７日(火) ９月２４日(火) １０月２２日(火)
１１月２６日(火) １２月２４日(火) １月２８日(火) ２月２５日(火)

⇦三沢募集案内所
instagram

個別相談ＱＲ

★個別に相談に応じます。
QRコードから申し込み
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令和６年度 読書講演会

今
月
の
休
館
日

３
日
(月
)、
1
日
(月
)、

17
日
(月
)、
24
日
(月
)、

28
日
(金
)

※
28
日
(金
)館
内
整
理
日
の

た
め
休
館

●
英
会
話
ク
ラ
ブ

５
日
・
12
日
・
26
日
（
水
）

15
時
～
（
中
央
公
民
館
）

※
12
日
・
26
日
の
講
師
は
Ａ
Ｌ
Ｔ

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

12
日
（
水
）
12
時
半
～
13
時

（
７
か
月
月
児
健
診
対
象
児
・
健

康
増
進
セ
ン
タ
ー
）

●
朗
読
の
会
「
秋
桜
」

13
日
（
木
）
10
時
～

定
例
会
（
中
央
公
民
館
）

●
春
の
読
書
de
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

期
間
：
６
月
16
日
（
日
）
ま
で

対
象
：
町
民
（
図
書
館
）

●
第
２
回
家
系
図
作
成
講
座

23
日
（
日
）
13
時
半
～
（
図
書

館
）

講
師

鈴
木
幹
人
氏

（
野
辺
地
町
歴
史
を
探
る
会
会
長
）

図書館おすすめ新着本入荷予定本
書 名 著 者 名

クスノキの女神 東 野 圭 吾

オパールの炎 桐 野 夏 生

海を破る者 今 村 翔 吾

春のとなり 高 瀬 乃 一
本  展 示

環境の本展 ６／１(土)～６／27(木)

区分

町村別

令和６年 昨年
前年比

４月中(単月) ４月末(累計) ４月中(累計)
発

生

死

者

傷

者

発

生

死

者

傷

者

発

生

死

者

傷

者

発

生

死

者

傷

者
野辺地町 0 0 0 2 0 2 5 0 7 －3 ＋0 －5
横 浜 町 1 0 1 5 0 6 5 0 6 ＋0 ＋0 ＋0
六ヶ所村 2 0 2 5 0 5 4 1 21 ＋1 －1 －16
合 計 3 0 3 12 0 13 14 1 34 －2 －1 －21

令和６年４月末の交通人身事故発生状況(野辺地警察署)

おはなし工房
絵本の読み聞かせと工作会を行います。
［日 時］６月１５日(土) １４時１５分～
［場 所］図書館視聴覚室
［対 象］４～１２歳

※幼児は、保護者同伴
［工 作］フェルトで作るあじさい
［定 員］８名 ※要申込み
［参加料］無料
［申込先］図書館

「あじさい」

兵庫県から平川市に家族で移住され、極貧生活
を経験。子育ての傍ら、ご夫婦でデザイン事務所、
ハンバーガーやスープカレーのお店を開業する一
方、本を発行するためクラウドファンディングで
資金を集めるなど、パワフルに活動されている
井上じゅん子氏を講師に招き、お話を伺います。
日 時 ６月２９日（土）

１３時半～１４時５０分
（開場１３時）

場 所 図書館視聴覚室
講 師 井上 じゅん子 氏（作家）
著 書 ｢青森移住ぼちぼち珍道中」

北方新社／発行
対 象 一般
定 員 ３５名程度 ※要申込み
その他 ６月２６日(水)までに申込みください。

【図
書
館
イ
ベ
ン
ト
】
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『未来につなげる幸せを創る』
NO35.「北前船寄港地フォーラム 開催！｣

こんにちは。町長の野村です。
第34回北前船寄港地フォーラムが６月28日・
29日に北海道釧路市で開催されます。７年前の
平成29年に当町でも開催されましたのでご存じ
の方も多いと思います。近年、このフォーラムは
鹿児島県鹿児島市や沖縄県那覇市が会場になって
きました。一見、九州や沖縄県は北前船に関係な
いように思われますがなぜでしょうか。昆布が
キーワードになります。
富山・石川地域などが昆布の消費が多いことは
知られていますが、九州地方でも北前船で運ばれ
た昆布などが料理にふんだんに使われてきまし
た。江戸時代、鹿児島藩では食べるよりも重要な
貿易品として扱われていたようです。琉球（沖縄）

を通じて清国（中国）へ輸出され巨額の利益を得
ました。その資金によって明治維新を成し遂げる
ことができたと言われています。
北前船によって九州、中国に運ばれた昆布が日
本の体制を変える基になったという、なんともロ
マンあふれるお話です。釧路市での北前船寄港地
フォーラムの開幕はテープカットならぬ、昆布
カットでオープンです。

皆さんまいどです。
地域おこし協力隊の横井さくらです。

本格的に暖かくなってきましたね。
桜、ツツジ、菜の花が次々咲いて、美しくて心
がホワ〜となって、山菜も美味しいし、あっちこっ
ちで楽しいイベントも盛り沢山ですね。
私も愛宕de Miseや菜の花フェスティバルで観
光協会のお手伝いしてたら、たくさんのご来場で
賑やかで、皆さんの楽しそうにしてるお顔見たり
「広報見てるよ〜」と声かけてくれはったり、めっ
ちゃ嬉しいですねん。
また先日は、友好都市の埼玉県久喜市のイベン
トにも呼んでもろたもんで、野辺地町のホタテと
長芋いっぱい入ったコロッケ持って行ってきまし
たで〜！

久喜市のイベントは、華やかな衣装のサンバの
行列が練り歩いたりして陽気な雰囲気やった
でぇ。会場の皆さんは町の雪や暮らし、ホタテ、
長芋に興味津々で、お話していて嬉しいなりまし
た。もちろん私も大好きな町のこと、ここに書き
きられへんくらい、いっぱい宣伝してきましたで
〜！

地おしラム地おしラム地おしラム その㉞ 『イベントがいっぱい』

第32回北前船寄港地フォーラムに参加した
野村町長（右)

町
で
は
、
広
報
の
へ
じ
に
掲
載
す
る

有
料
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
規
格
・
料
金
（
ひ
と
月
分
）

◇
一
号
広
告
（
縦
約
５
㎝
×
横
約
18
・

５
㎝
）

１
６
，
０
０
０
円

◇
二
号
広
告
（
縦
約
５
㎝
×
約
９
㎝
）

８
，
０
０
０
円

◆
発
行
部
数
・
配
布
先

「
広
報
の
へ
じ
」は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
５
，
８
０
０

部
発
行
し
、
町
内
を
中
心
に
各
家
庭

や
公
共
施
設
、
事
業
所
な
ど
に
配
布

し
ま
す
。

◆
発
行
回
数

月
１
回
（
年
12
回
）

◆
申
込
方
法

掲
載
希
望
月
の
前
月
の
１
日
ま
で

に
、
申
込
書
と
掲
載
を
希
望
す
る
規

格
で
作
成
し
た
原
稿
の
デ
ー
タ
を
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。

◆
そ
の
他

町
で
は
、
掲
載
す
る
広
告
に
一
定

の
基
準
を
設
け
て
い
ま
す
。
広
告
掲

載
を
お
考
え
の
方
は
、
必
ず
事
前
に

「
野
辺
地
町
有
料
広
告
掲
載
基
準
」

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
問
合
先
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◆
問
合
先

総
務
課
（
内
線
２
３
０
）

広
報
の
へ
じ
に
広
告
を

掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

久喜市イベントの様子やでぇ。
母も大阪から手伝いにきてくれましてん。
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【
野
辺
地
の
ノ
リ
養
殖
】
…
ノ
リ
養
殖
は
、
野
辺
地
湾
で
か
つ
て
行
わ
れ
た
養
殖
。
１
９
２
３
（
昭
和
12
）
年
に
ノ
リ
の
養
殖
が
始
ま
り
、

１
９
５
９
（
昭
和
34
）
年
か
ら
町
と
町
漁
業
協
同
組
合
に
よ
り
、
ノ
リ
養
殖
の
増
殖
が
行
わ
れ
た
。
１
９
６
０
（
昭
和
35
）
年
に
は
ノ
リ
人

工
採
苗
施
設
を
設
置
し
、
生
産
を
拡
大
し
、
野
辺
地
ノ
リ
と
し
て
出
荷
を
目
指
し
た
。
し
か
し
１
９
６
０
（
昭
和
35
）
年
代
後
半
か
ら
ホ
タ

テ
養
殖
が
広
ま
る
と
、
ノ
リ
養
殖
は
減
少
。
１
９
８
０
（
昭
和
55
）
年
に
は
、
ノ
リ
養
殖
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
。

【
解
説
】

か
つ
て
野
辺
地
湾
で
は
、
ノ
リ
の

養
殖
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
１
９

２
３
（
昭
和
12
）
年
、
町
漁
業
協
同
組

合
が
宮
城
県
の
渡
波
か
ら
道
具
を
導

入
し
、
組
合
事
業
と
し
て
取
り
組
み

を
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。

県
内
の
ノ
リ
養
殖
は
、
１
９
５
７

～
６
４
年
に
か
け
平
内
町
小
湊
を
中

心
に
広
が
り
ま
す
。
１
９
５
９
（
昭

和
34
）
年
に
な
る
と
、
町
と
町
漁
協

が
本
格
的
に
ノ
リ
養
殖
に
取
り
組
み

始
め
、
翌
年
に
は
昔
の
漁
協
事
務
所

前
（
現
在
の
漁
協
事
務
所
が
あ
る
埋

立
地
近
辺
）
や
金
沢
浜
近
辺
に
ノ
リ

網
を
施
設
し
、
徐
々
に
生
産
量
を
増

や
し
て
い
き
ま
す
。
養
殖
業
者
も

徐
々
に
数
が
増
え
、
１
９
５
９
年
は

16
人
だ
っ
た
事
業
者
が
、
１
９
６
３

年
に
は
28
人
ま
で
増
え
て
い
ま
す
。

品
質
の
高
い
ノ
リ
を
生
産
す
る
た

め
、
事
業
者
も
技
術
を
高
め
る
努
力

を
し
た
ほ
か
、
町
も
機
械
導
入
等
の

補
助
を
行
い
、
相
互
で
野
辺
地
ノ
リ

を
生
産
す
る
努
力
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ノ
リ
の
生
産
は
11
月
～
５
月
に

行
わ
れ
る
た
め
、
北
国
の
環
境
は
ノ

リ
に
と
っ
て
厳
し
か
っ
た
よ
う
で
す

が
、
技
術
向
上
に
よ
っ
て
生
産
量
は

順
調
に
増
え
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
１
９
８
０
（
昭
和
55
）
年

に
は
、
ノ
リ
養
殖
は
行
わ
れ
な
く
な

り
ま
す
。
ノ
リ
の
単
価
が
安
か
っ
た

こ
と
に
加
え
、
１
９
６
７
（
昭
和
42
）

年
に
ホ
タ
テ
養
殖
が
導
入
さ
れ
る

と
、
事
業
者
は
ホ
タ
テ
養
殖
へ
と
移

行
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

現
在
は
ホ
タ
テ
養
殖
が
水
産
業
の
主

力
を
担
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
は
現
在
の
景
色

か
ら
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

資
料
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
古
写
真

や
道
具
、
当
時
の
人
々
の
お
話
か
ら

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
少
し

昔
の
野
辺
地
を
探
し
に
、
資
料
館
へ

遊
び
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

（
文
責
・
資
料
館

山
崎
）

【写真①ノリ養殖の様子 撮影：1960（昭和35）年】
海面から飛び出しているものは竹の棒で、これが

ノリ網の支柱となっています。現在の常夜燈公園近
辺の風景です。

【写真②ノリ養殖 撮影：1965（昭和40）年】
施設したノリ網の様子。かつてこのような光景が

浜町や金沢、馬門で見ることができました。

【写真③ノリ採取 撮影：1968（昭和43）年】
ノリ芽が育つとノリ網をあげ、手作業でノリを摘

み取っていました。

 講師のさんからを教る参加者 講師のさんからを教る参加者

ラムからラムから

民俗資館が３月20日、講座「野辺地町の郷
土を作ってみよう！－けいらん編－」を旧食堂
で開催しました。
講座は、野辺地の食文化に親しむことを目的に開催。
旧食堂のリツ氏を講師に、参加者がけいらんを
中心とした郷土４品を実際に作ながら、調方法に
ついて学びました。
参加した皆さんは、氏から調のツや注意点等
を教りながら、楽しく調を行っていました。なお、
本講座は今年度も開催予定です。






【写真④ノリの製造 撮影：1967（昭和42）年】
摘んだノリは一枚分の量に分けられ、四角いみす

の上に乗せてすき、乾燥させます。北国では天日乾
燥が難しいため、乾燥室で機械乾燥させたそうです。

【写真⑤ノリの入札
撮影：1969（昭和44）年】

撮影年、野辺地のノリ生産枚数が
増えたことから、町で入札が初めて
行われることになりました。
それまでは平内町で開かれている

入札に参加したようです。
初めての入札会は浜町集会場で行

われ、当日は八戸、三沢、むつ、平
内からノリ問屋など10名が集まり、
11万枚取引されたと広報に記載され
ています。

ち ち
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＊ 総 合 健 康 相 談 ＊
保健師・管理栄養士による相談です。健康についての
お悩みをお聞きします。（要予約）
◆日 程 木曜日(祝日除く) ◆時 間 ８時半～17時
＊６月より毎週木曜日のみになります
☎ 64－8080（保健師直通）

＊ 傾 聴 サ ロ ン ＊
こころが軽くなるおしゃべりサロンです。傾聴研修会
を修了した傾聴ボランティアがお話を伺います。秘密は
厳守します。
◆日 程 ６月11日(火)、25日(火)、

７月17日(水)
◆場 所 健康増進センター
◆時 間 13時～15時

※申込み不要。
時間内にいつで
もどうぞ。

献血日のお知らせ
◆日時 令和６年５月26日(日)

10時～12時
13時～16時

◆場所 マックスバリュ野辺地店

特定健診
＊命にかかわる「生活習慣病」を早期発見＊
生活習慣病とは、心筋梗塞などの心臓病や脳
卒中、腎不全などを言います。いずれも、ほとん
どの場合が生活習慣から自覚症状がないまま動
脈硬化が進み、発症します。生活習慣病は予防
できる病気です。自分の体の状態を知り、生活
習慣改善や治療をすることが大切です。

特定健診・がん検診 ～大切さと必要性～

  
町の総合健診対象となる方へ「総合健診受診カード」をお送りしました。今年度受けられる健診の他、
受診方法等記載したものを同封してますのでご確認ください。
◆個別健診と集団健診を選んで受診してください。

がん健診
＊早期発見で治癒する可能性が高くなる＊
日本人の２人に１人が生涯に１度はがんにか
かると言われています。しかし、がんは自覚症
状を感じた時にはすでに進行してしまっている
場合が多いです。早期発見ためには検診が欠
かせませ。がん検診の対象年齢になったら必
ず定期的にがん検診を受診しましょう。

今年も、総合健診（がん検診＋特定健診）を受診しましょう！

今年度、集団健診の問診票や大腸がん検診用キットを基本的に郵送します。（今まで通り来庁していた
だいても構いません。）※到着まで日数がかかることが見込まれますので、早めのご予約をお願いします。

受 診 方 法

集団健診・個別健診
どちらで

受診するか決める

集団健診
案内に同封の申込書に記入し、健康づくり課
に来所か、電話で申込む。

個別健診
案内に記載している、個別
健診実施医療機関へ直接電
話等で申込む。

STEP１ STEP２

平日にかかりつけ医での
受診が可能な方

平日に働いている方で
休日に受診が可能な方

個別健診

集団健診
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日 事業名（対象者） 開始時間 場 所 備 考

６ ４か月児健診
（Ｒ６年１月１０日～２月６日生まれ） ８時45分 野辺地病院

（小児科） 対象者には個別通知します。

12

７か月児健診（Ｒ５年１１月～１２月生まれ） １３時

健康増進
センター

個別通知はしておりません。
広報で確認し母子健康手帳とバス
タオルをお持ちください。１０か月児健診（Ｒ５年８月生まれ） 13時20分

みんなのこども相談（出生～就学前まで） 13時40分 前日までに申込が必要です。

※予防接種の接種忘れや接種スケジュール等のご相談は、健康増進センターまでお問合せください。
☆母子健康手帳は毎週火・木曜日に健康増進センターで発行します☆

＊各種相談先＊

相談名（連絡先） 実施日 対象／内容

す く す く 相 談
（64－8080） 月～金曜日

（祝日を除く）
８時半～17時

妊婦、産婦、育児中の方､
就学前のお子さんなど。
こそだて応援コンシェル
ジュ（助産師・保健師）
が対応。

こ と ば の 相 談
（64－8080）

思春期はればれ相談
（64－8080）

木曜日
（祝日を除く）
８時半～17時

思春期の方、その保護者
など。
保健師による電話相談。

こども救急電話相談
※青森県主体

(＃8000または
017－722－1152)

平日：午後７時～
翌朝午前８時

土曜：午後１時～
翌朝午前８時

日祝：午後８時～
翌朝午前８時

小児の急病等、家庭内で
の対応や医療機関への受
診目安などの相談対応。
看護師が相談に応じます｡

町では幼児のむし歯が多く、
年齢が上がるごとにむし歯の
割合も高くなっています。
乳歯にむし歯があると永久歯もむし歯
になりやすく、歯並びや発音などにも影響
をあたえる危険性があります。
また、保護者にむし歯があるとお子さん
もむし歯になりやすくなります。家族で
むし歯ゼロを目指しましょう！
◆おやつ（間食）の内容や回数に注意！
◇だらだら食べにならないよう、おやつ
の回数を１日１～２回にし、時間を決
めて与えましょう。
◇食べかすが歯に残りにくいものを選
びましょう。
◇飲み物はなるべく水や麦茶にしま
しょう。

◆仕上げ磨きをしましょう！
◇お子さんが磨いた後は大人の方の仕
上げ磨きが必要です。
◇仕上げ磨きは小学校低学年くらいま
で必要と言われています。
◇歯と歯の隙間が少ない場合はフロス
を使いましょう。

◆かかりつけの歯医者さんに
相談を
◇親子で定期的に歯科を
受診しましょう。

すくすくアドバイス

健康な歯を育てよう！
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あなたの活動をＰＲしてみませんか？
掲載をご希望の方は下記まで！

◆問合先　総務課広報担当
　　　　　（内線230）

　　　　　

「
戸
籍
の
窓
」
に
は
、
当
町
に

届
け
ら
れ
た
出
生
と
死
亡
に
つ
い

て
、
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
個
人

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
こ
と

な
の
で
、
掲
載
を
希
望
し
な
い
場

合
は
、
届
け
出
の
際
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

（
４
月
受
付
分
）
町
民
課

杉
山

蓮れ
ん
く
ん
(
裕
)馬
門
１

角
鹿

結ゆ

望の
ち
ゃ
ん
(
譲
)松
ノ
木
平

坂
本

彩い
ろ
羽は
ち
ゃ
ん
(幸
太
)下
袋
町

沼
山

曜よ
う
く
ん
(直
人
)下
袋
町

お
た
ん
じ
ょ
う

お
め
で
と
う

川
村

サ
ツ
さ
ん
(80
)明

前

坂
口

テ
イ
さ
ん
(93
)駅
前
１

古
林

㛌
雄
さ
ん
(71
)下
袋
町

馬
場

正
美
さ
ん
(80
)有

戸

上
原
子
亮
二
さ
ん
(90
)新

道

十
枝
内
保
美
さ
ん
(88
)下
袋
町

田
村

ト
モ
さ
ん
(81
)松
ノ
木
平

清
水
目
美
知
子
さ
ん
(75
)下
袋
町

髙
田

安
雄
さ
ん
(84
)上
袋
町

髙
橋

洋
子
さ
ん
(85
)新

道

小
又

ユ
リ
さ
ん
(96
)中
袋
町

今
田

惠
美
さ
ん
(88
)駅
前
２

澤
田

勇
さ
ん
(92
)有

戸

星
野

敬
治
さ
ん
(73
)城

内

大
関

顯
芳
さ
ん
(75
)馬
門
２

◆開設日：６月３日(月)、10日(月)
17日(月)、24日(月)

◆時 間：10時～14時

有戸地区はまなす
ふれあいセンター

◆開設日：６月３日、６日、10日、
13日、17日、20日、
24日、27日

◆時 間：10時半～14時45分

※送迎はありませんのでご注意ください。
また、ご利用の際は感染症対策にご協力
ください。

防
災
無
線
（
広
報
無
線
）
は
電
話
で
（
無
料
）
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
！

☎
０
８
０
０
ー
８
０
０
ー
９
９
５
９
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日 曜 行 事 名
1 土 児：あたごクラブ奉仕活動
2 日
3 月
4 火 相：人権
5 水
6 木 健：４カ月
7 金
8 土

9 日 烏帽子岳山開き
休日開庁（マイナンバーカード交付など）

10 月
11 火 傾聴サロン

12 水 健：７か月・１０か月
相：みんなのこども相談

13 木
14 金 相：弁護士
15 土 図：おはなし工房

日 曜 行 事 名
16 日 野辺地町サンクスデー（ヴァンラーレ八戸）
17 月
18 火 おでかけ町政座談会（馬門公民館）

19 水
野辺地町戦没者追悼式
おでかけ町政座談会
（有戸地区学習等供用センター）

20 木 児：避難訓練
第１回緊急地震速報訓練

21 金 おでかけ町政座談会（中央公民館）
22 土 おでかけ町政座談会（中央公民館）

23 日 町内ふれあい一斉清掃
初心者水泳教室

24 月
25 火 傾聴サロン
26 水 児：支援拠点事業 親子ヨガ
27 木

28 金 図：館内整理（休館）
〆：町県民税（１期）

29 土 読書講演会
30 日 初心者水泳教室

※ 図：図書館 〆：納期限
健：健診児 児：児童館 相：相談

◆問合先
上十三・十和田湖広域定住自立圏
観光推進協議会事務局（十和田市商工観光課内）
☎0176－51－6771

定住自立圏観光ガイド
ＱＲコード

町税等の未納は延滞金が加算される場合があります
ので、納期限内に納付しましょう。

★六戸町
◆ろくのへサマーフェスティバル
・日 時 ７月19日（金）17時～20時半

７月20日（土）16時～20時
・場 所 六戸町総合体育館西側駐車場
・内 容 ７月19日

囃子や一、お囃子太鼓ステージ、ＤＪパフォーマ
ンス、ビール天国、ステージイベント
７月20日
シャモ姐さんショー、ダンスパフォーマンス、
あすか飛竜 舞踊ショー、ビンゴ大会など

・問合先 六戸町観光協会（六戸町まちづくり推進課内）
☎0176－55－2411

★十和田市
◆第59回十和田湖湖水まつり
・日 時 ６月８日(土)、９日(日) 15時～21時
・場 所 十和田湖畔休屋 桟橋前広場
・内 容 十和田湖ナイトクルーズ、バルーンランタンリ

リース、メッセージ花火
※各種チケット予約は、十和田湖湖水まつり
公式ホームページから行えます。

・問合先 十和田湖湖水まつり事務局
☎0176－75－1531

◆十和田湖・奥入瀬歌謡祭
・日 時 ６月９日(日) 13時～16時
・内 容 十和田奥入瀬観光大使の作詞家・北川文化さんが

ゲスト出演。北川さんが作詞した「十和田湖」と
「奥入瀬」を課題曲とする歌謡祭を開催します。

・問合先 （一社）十和田湖国立公園協会
☎0176－75－2425

★三沢市
◆三沢アメリカンデー2024
・日 時 ６月22日(土) ※前夜祭 15時半～17時半

６月23日(日) ９時45分~16時
・場 所 三沢基地正面ゲート前、一番街、公会堂前、

中央公園付近
・内 容 「日米交流」をテーマに、パレードやお化け屋敷、

グルメ販売など様々な催しをお楽しみいただけま
す。今年は前夜祭として米国空軍音楽隊によるコ
ンサートも開催されます。

・問合先 三沢国際クラブ ☎0176－51－1600

★おいらせ町
◆森の感謝祭
・日 時 ７月13日(土)~14日(日)
・場 所 下田公園
・内 容 ステージイベント、キッチンカー、鉄道ジオラマ

展示、竹灯りづくり体験、チェーンソーカービン
グフェスティバル、火おこし体験ほか

・問合先 森の感謝祭実行委員会事務局（おいらせ町商工観
光課内）
☎0178－56－4703

圏域内のイベント
やモデルコースな
どの情報を公開し
ています。

・
交
通
安
全
早
め
て
ん
と
う
虫
作
戦
！
夕
暮
れ
時
は
早
め
の
点
灯
時
刻
６
月
は
18
時






